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１．平成２４年３月期 （平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日） 連結業績予想の修正

（１）修正の内容

（億円）

（A）前回予想（平成24年1月31日公表）

（B）今回予想

（C）増減額 （B－A）        

（D）増減率 （C／A×100）

（２）修正の理由

２．平成２４年３月期　配当予想の修正

（１）修正の内容

（A）前回予想（平成24年1月31日公表）

（B）今回予想

（C）増減額 　　（B－A）

（注1） 平成24年3月期の連結配当性向については、経営統合に係る連結会計上の一過性損益である負ののれん発生益434億円を除き、

（注1） 以下のとおり算出しております。

         連結配当性向＝｛普通株式配当金総額／(連結当期純利益（負ののれん発生益除き）－優先株式配当金総額)｝×100

（２）修正の理由

（注2） 「年間配当金」とは、平成23年9月期の中間（第2四半期）配当金と平成24年3月期の期末配当金の合計の配当金をいいます。

1株当たり配当金（普通株式）

  当社は、業績に応じた株主利益還元策を実施することを基本方針とし、普通株式配当につき、連結当期純利益に対する配当性向
30%程度を目処とする方針を掲げております。
  平成24年3月期の普通株式に係る1株当たり「年間配当金（注2）」の予想につきましては、本配当方針にもとづき、上記の業績予想
を踏まえ8円50銭（前回予想比0円50銭の増配）とさせていただきます。（上記8円50銭から中間（第2四半期末）配当金4円00銭を控
除した金額を、期末配当金としてお支払いする予定です）

4円00銭 4円50銭 8円50銭 30.3% 

― ＋ 4.8% 

4円00銭 4円00銭 8円00銭 25.5% 

＋ 0円50銭 ＋ 0円50銭 

平成２４年４月２７日

平成２４年３月期 連結業績予想の修正及び配当予想の修正について

  平成２４年３月期 の連結業績予想及び配当予想を下記の通り修正いたします。

記

経常利益 当期純利益

＋ 3% △ 8% 

2,650 1,800 

2,720 1,650 

＋ 70 △ 150 

　市場関連収益の好調に加え、経営統合に伴う連結会計処理上の影響を主因として実質業務純益は予想を上回る見込みとなりま
した。また、株式等償却を△300億円計上したものの、与信関係費用が前回予想比110億円改善したこと等により経常利益は前回
予想を上回る見込みとなりました。一方で、法人税率の引下げに伴う繰延税金資産の取崩し等により、当期純利益は前回予想を下
回る見込みとなりました。

第2四半期末 期末 合計 連結配当性向（注1）

以上

本資料に含まれる予想は、当社の経営方針・財政状態を踏まえつつ、本日時点で判明している情報に基づいて作成されたものであります。実際の業績、その他
の計数は、平成２４年３月期決算の確定時点まで、各種要因によって変動する可能性があります。



（参考資料） ＜用語の定義＞ 単体（3社合算）：旧中央三井信託銀行（単体）＋旧中央三井アセット信託銀行（単体）＋旧住友信託銀行（単体）

１．平成２４年３月期 業績予想の概要

 【単体（3社合算）】

【連結】

（億円）

1 実質業務純益

2 経常利益

3 当期（中間）純利益

4 当期（中間）純利益（株式交換に伴う負ののれん発生益除き）

5 与信関係費用

6 株式等関係損益

7 うち株式等償却

【単体（3社合算）】

8 実質業務純益

9 与信関係費用

10 株式等関係損益

11 うち株式等償却

12 その他の臨時損益

13 経常利益

14 特別損益

15 税引前当期（中間）純利益

16 当期（中間）純利益

２．時価のある「その他有価証券」の取得原価及び評価損益（銀行勘定、減損処理後）

【連結】

（億円）

17 その他有価証券

18 株式

19 債券

20 その他

【単体（3社合算）】

21 その他有価証券

22 株式

23 債券

24 その他

（注） 平成24年3月1日付で、旧中央三井信託銀行はCMTBエクイティインベストメンツを吸収合併しております。これにより、同日付で株式約570億円（取得原価）

       を受入れております。

23年9月末実績
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以上
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前回予想（C） 増減（B－C）

24年3月期

今回予想（B）中間期 実績（A）

1,756 3,420 3,200 ＋ 220 

パーチェス処理の結果、資産・負債の保有期間の経過に伴う損益（アモチ・アキュム）や債券の売却損益等に係る連結・単体損益への計上額
に差異が生じているものです。

（＊1）

④実質業務純益〈8〉は、市場関連収益が好調に推移したことを主因に、前回予想を40億円上回る2,390億円となる見込みです。
⑤与信関係費用〈9〉は、第4四半期に一部大口の不良債権が生じたものの、企業再生や業況改善等に基づく取立益や引当金
　 戻入益の計上により、全体では10億円の利益計上となりました。一方で株式等関係損益〈10〉は、株価リスク削減のために
   保有株式の売却を推進するとともに、非上場有価証券にて所要の減損処理を行った結果△430億円となる見込みです。
   以上の結果、経常利益〈13〉は前回予想比70億円減少の1,580億円となる見込みです。
⑥当期純利益〈16〉は、第4四半期に実施した子会社の吸収合併に伴う損失計上（＊3）を主因に特別損益〈14〉が△450億円とな
   るほか、法人税率引下げに伴う繰延税金資産取崩しの影響等が加わり、前回予想を240億円下回る560億円となる見込みです。
　（＊3） 平成24年1月17日付「子会社の合併に関するお知らせ」にて公表済。グループ内組織再編（旧中央三井信託銀行がCMTBエクイティインベストメンツを
          吸収合併）のため同損失影響は従前より連結損益に反映されております。

パーチェス処理に伴う株式の再評価により、連結決算上では、単体（3社合算）の△350億円に対し△300億円の償却に止まる見込みです。（＊2）

時価のある「その他有価証券」（連結）〈17〉の評価損益は、株式〈18〉の含み益が株価回復により大幅に改善となった結果、960億円
となる見込みです。また、内外国債及び保有株式の売却等により、時価のある「その他有価証券」（連結）〈17〉の取得原価は、
約9,000億円減少し、約5兆9,000億円となる見込みです。

 【連結】
①実質業務純益〈1〉は、単体（3社合算）における市場関連収益の貢献による増益に加え、経営統合に伴う連結会計処理上
   の影響（＊1）により、前回予想を220億円上回る3,420億円となる見込みです。
②経常利益〈2〉は、株式等償却〈7〉を△300億円（＊2）計上した一方、上記実質業務純益の増益に加え、与信関係費用〈5〉
　 が限定的な負担に止まったこと等により、前回予想を70億円上回る2,720億円となる見込みです。
③一方で当期純利益〈3〉は、法人税率の引下げに伴う繰延税金資産の取崩し等があり、前回予想比150億円減少の1,650億円
   となる見込みです。
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（注）
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